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通
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簡
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又
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概
念
を
黯
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
奪
あ
る
。

マ
ル
ク
'

.ス
ヴ
I®
'
級
概
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又
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め
決
し
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滅
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あ
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狹
し
，て
一
.：_の
階
級
?:
-
-な
す
.も
'_
の
«

は
な
ハ
と

;̂
-う 

9,

で
.あ
る
、
た
力
ら
敷
衍
し
て
言
，う
と
.商
人
，隙
級
と
か

.エ
^

敬̂
と
が
い
う
用
語
は
間
違
ー
つ

.

.て.い

.る
こ
と
に
な
，る
の
で
あ
る

0-
'し
か
し
何

卜S

か
、、
そ
©
と
と
に
つ
いH

は
マ
ル
クK
は
遂
I

明
し
な
か
つ
た
の
？

る
。

.

こ
"

で
、
い
さ
I

マ
ル
ク
ス
のf

所
に
矛
腐
で
は
な
如
か
と
の
疑
的
を
感
ず
る
の
は
ン
既
に

'述
ベ

た

如

ス

ニ

ク"ス
は
.
J
源
浆 

の

同I 

S
級
を
一
形
成
すf

o
に

見

急
I

實
は
決
し
て
そ4

は

な

い

し

っ

て

い

な

が

ら

、
I

第

辛

ニ

章「

箭

級」

■の 

'
W頭
に
お
い
て7
Cれ

ぐ

靈

、
利

雙
1

代
を
以
て
所
得
源f

な
し
て
い
i
 

本
の
所
®

た

ち

と

の

所
_

た
ち
、''
-換

雾

れ

ば

貴

銀

露

雾|

齋

を

|

:と
、.

：

地
生
.
l

r
こ

ち

資

本
f

產 

.
逢

に

立

卿

せ

る

•
近

代

社

會

の

I

蠶

I

す

も

の

；
.
意̂

■

宅

所

得

源
I

ょ

る

階

級

別

墓

認

じ̂
^

!

1

i

明
か
，

矛
I

し

藝

解

I

f

 

i

l

.

:

.

.

.

.

.
•
-
. 

4
:
' 

:
'

ノ：
-

'.
:

へ
 
'

:

.

 

.

.

.

. 

. 

'
■' 

H

'/
■
パ
"
V 

へ
'
:
■
.
.
'
:
へ

-

■

-

.

: -

:

‘ 

：
:
.
"

-.
/
.:
'
;

:' 

-

.
、-

.
■

/ 

.
、
-
*
:
.
.

■ 

. 

''■
.
. 

.
-
-

■• 

- • 

;
. 

. \ ■. 

. 

-
. 

- 

- 

.. 

-

， 

, 

*.

.

:
-
-
-
.
,

,
を

述

べ

た

：

g

り
、

マ
.ル
>
之

>
.れ
ば
階
級
を
形
成
す

f
 Q.;

蒙

，

1.'

所
得
又
ば
^

源
康
の
同一

(

典

機
 

で
：も
尊
い
。
：道

、
.

|
摄

:#
-
.的
分
業
ヌ
仗
職
1|
の
.

$

る
か
、
S

な
る
類
似
が
耀
の
豪
を
な
ず
が
、)

如
何
な
.1

5

霞

f

:

■

士

い

も

へ

.：マ

.ル
f

 

木

虼

馨

な

と

の

し

て

、マ
.：

ル
ク
ス
：
i

 

く
れ
な
い
の
で
ぁ
る
。
.

t
至

の

I

な
ゴ
.ル
..デ
ィ
ゥ

一.

般
に
t

利
s

 

I

級
.概
■

規

若

'っ
.：

S.

て
：は
■

養

鉍

を

以

て

质

會

にP

け
.る
潘

的

瑪

の
.意
異
に
'蒙

て

'雄

に

鍾

養

た

社
.奮

零

.蒼

と

：見
る
點.に
っ
.

奴
. ：

て

：
は

殆

ど

異

論

'
は

. 

な

ぃ

ょ

怎

ぁ

る

ノ

 

f

?
め

ょ
I

f
觀

ヵ

欢

マ
ル
ク
ス
I

f

い

て

.

. 

,

、

' 

1
产

'(

5

 

:



>a
:'
t
J
:
,A
猶

、.：&
嗜

为
■
は

政

治

的

领

權

、

：

，
或

怯

文$
的
#

_
ヾ
或
ほ_
濟
的
勢
ヵ
等̂

球
^

'^9
^

様

で

為

摩

.ぶ
れ
，摩

の

霸

雖;̂
就
_冗
は
奢
く
.お
：'.
<
':̂
レ
^
^

來

、

分.野
吃
屬
ず
'る
：
か
-:
«
;へ
；.彼
：
ぬ：
べ̂
.̂
^

.叙
概
^
.グ
'說
设
を
、^,
濟
^
傲
'に
^
.め
よ

ぅ

と.し
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概
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概
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等
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い
う
縱
の
關
係
に
於
い
て
對
立
せ
し
む
る
も
の
は
何
か
、
そ
の
然
あ
ら
し
む
る
證
は
如
で 

あ
る
か
。
こ
、
に
先
ず
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
よ
1

上
下
關
係
を
餘
剩
勞
働
を
繞
I

取
關
係
と
し
て
捉
え
て
い
る 

こ
と
は
ま
笑
に
ッ
ガ
ン
の
指
摘
し
て
い
る
m

そ
し
て
彼
の
大
著「

資
本
論」

I

f

働
ギ
f

輩

家

I

I

と
の

摊

s
f

全

前

資

分

析#

1
1
.
1

欠

の

よ

.
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I

は
、
で

て

s

i
論J
が
I
:分
■

直
接
の
I

と
'し
I

る
：近

代

資

謊

社

養

の

I
 

ク

の
.部
分

を1搾
取

す

る

と

ぃ
っ

-
1
ず
べ
て
の
過
去
の
諸
時
代
に
共
通
緣

霍

繁

讀

：
マ
，

ル
^
^
^
^
^

で
、
餘
剩
勞
顧
t

慕

耿

被

8

と
い
_

對

的

坐

齎

係

：の
：社

食

的

議

,

茗

つ
て
は
い
I
.つ
.だ
ぐ
W
H彼
盤
剩
勞
働

#

I
取i

係
の
.l

i

l

'

g
 

つ
て
生
ず
、
 

る
根
源
が
社
會
の
、所
有
關
係
に

あ
f

と
、
：
键

關

係

の

也
^
 

:

あ
る

o.
こ

\
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所
有
關
係
と
い
う
の
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有
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に
關
す

I

s

l
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實
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鑛
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蜜

れ
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ス
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本
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で
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の
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に
'
S
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,
s
剩
勞
働
.
_
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.

'
よ
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て
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明
さ
れ
た
も
め
で
は
致
バ
す
社
會
の
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の
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間

が

I

乎
段
を
獨
占
し
；て
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處

I

ど

番

嘗

山

念
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|
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告

に
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.翁
る
勞
働
縣
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資
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,
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產
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■
者
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に

；塞

資

料

寥

攀

ベ

..き
超
過
勞
働
掩
間
產
加
せ
れ
ぼ

な
、
ぬ
ダ
.こ
れ
は
坐
處
^-
略
0
所
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#
が
ア
、テ
，ネ
の
«
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で
あ
る
に
し
ろ
、
尤
ト
.ル
？
T
Q
:l-
:
c
s
3
r
t
.
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，レ
5

、

B 

Iマ
D
lr
:
^;
マ
，
う
3.:
ン

る
、
ノ
ル
マ
ン
の
領
生
で
あ
る
.に
し
ろ
ノ
ア
メ
リ
づ
の
奴
隸
所
有
弈
で
あ
る
に
し
ろ
、
ヮ
ー
ス
午
ヤ
の
領
ま
で
あ
る
に
し
ろ
、
近
，世
の
地
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又
は
資
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^
で
參
る
に
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ス
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餘
剩
勞
働
を
繞
る
社
.會
繼
圓
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搾
取
關
係
は
尊
ら
坐
.產
爭
段
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有
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係
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■
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段
の
所
有
漭
は
ネ
.の
所
府
權
^
.ょ
：つ
七
.、
.；勞
働
カ
_以
外
に
.何
物
を
も
^
た
な
：い
络
働
者
に
餘
剩
勞
働
を
强
い
て
>
.そ
の
.成

梁

で

あ

名

 ̂

愤
値
を
搾
取
す
s
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P
#働
背
は
坐
.產
字
段
.を

所

背

し

な

：
い
：と

'い
ぅ
事
實
に
ょ
^
て
餘
剩
勞
«
を
強
$
0>
.れ
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そ
し)

で
.餘
剩
^

を
帘
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C
さ
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れ
る
ま
、
に
卄
ん
^
な
け
权
ば
な
ち
ぬ
。
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浩
じ
も
勞
働
カ
め
_.所
有
者
が
、
.
_JI
分

^
使
用
す
る
坐
產
機
關
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：
所

有

翁

で-あ
-り

、
：
ぺ

且

つ

彼

_
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身
勞
働
弈
と
し
て
：.坐
^す

：：

る
.と
.
.と
へ
に
甘
ん
じ
，

T

の
と
.す
.れ
.ば

、
一.彼
.ば
メC.
'
Q坐

沽

資

料
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坐

齊

に
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と

と

は要
：：

し

な

い.の
^

あ
.る
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搾
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岑
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益
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產
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段
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有
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縣
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づ
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成

れ.て
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^
疗
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は

生

產

關

策

で

あ

る

と

ー

い

ぅこ

i
 
に
^,
る
：
ャ
.：：*
-
'ー
ユ:-
.
%
'
:
■■
■
■
;
:
.
-

:/
\
:
o
.
.
; 

',
チ 

.'
'
“'■
.
s
'
.
.
ハ
；
.

.'

'

■

.

ン
以.上
：.

Q
'

ょ
.ぅ

：な

冷

祈

が

：：ら

极

來

矣

,

木

玉
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：畴
級
概
念
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«
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_
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出

ず

こ
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权
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マ
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ス
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•階
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H
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ぃ
て
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ニ
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C
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i
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)
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.

は
象
手
段
の
所
^
#
:碧

に

'關
し
て
同
'
の
地
位
に
it
か
’れ
た
社
會
集
囫
.で
あ
る
と
。
問
題
は
生
-

g

手
陂
の
所
有
關
係
m
曹

％

!)
>
:の
' 

典
通
1
1
^
.と
七
う
こ
と
で
.あ
つ
て
‘、

階

級

の

成

否

は

ー

，づ

に

懸

づ

て

こ

の

點

に

あ

る

と

い

う

こ

と

が

で

き

よ

う

0
:
.生
_
手
段
の
^:
营

：
, 

關

係
I

い
て
、
锻

關

係

容

：れ
、
そ
れ
か
ら
當
然
胁
會
勢
ヵ
0;
0
大
小
が
也
じ
て
'

.1
:

1
の
對
立
關
係
が
坐
れ
、
か
：<

u:
.

て
：利

管

^:
,
'
. 

じ
う
す
る
も
の
が
f

に
分
れ
て
集
f

形
成
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
、
無
論
マ
ル
クK.

自
身
は
前
に
も
言
つ
た
壞
、
.
.ど
'と
に
.も
。 

と
の
よ
っ
资
餅
を
判
然
と
説
明
し
て
は
い
な
い
が
、
彼
の
斷
片
狻
句
を
粽
介
す
る
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マ
ル
，.ク
.ス
的
階
顧
概
念」

.は
前
.記
の
.力
，ウ
.妙
^
ィ
や
ッ
ガ
.■ン

或
は
..ク
：ノ
ウ
の
.
.研
究
よ
り
も
遥
'か
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勝
れ
た
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銃
的
硏
究
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あ
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と
思
う
。
.博
士
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-处
タ
3
階
級
概
念
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關
す
丨
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攒
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。
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貧
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^
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級
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思
う
s

實
の
.盡

關

係

は

.複
雜
多
様
で
あ
？
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'■

え
..ぼ

銀

行

家

：、

製

造

業

者

、

.
'商
人
、.
.
.
.
餘

、
榮
働
者
、
_,
消

費

賓

.酸
賣
者
、
赞
：

頭
、

船
主
、
職
工
義
々
の
相
五
の
關
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兵
ら
は
い
ず
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翁
關
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
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關
係
は
寒
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に
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い
... 

て
は
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に
深
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つ
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@
め
て
複
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方
組
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；̂

、
給 

ぐ

.

:-
.
:
-
: 

て
階
級
で
翁
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あ
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-
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結
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ボ
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近
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あ
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